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第１14回ＣＩＳ研究所パートナー会議事録（一般様用） 

 

開催日   １０月２８日（木） 

 開催場所  CIS会議室 

 講 師   山本 恵弥 様 

 

 

テーマ： 少し気になるWebのこと 

 

会議風景 

 

講師紹介： 

 大学卒業後 大手広告代理店勤務、その後 独立してバウザー社設立 代表 現在に至る。 

 CIS研究所 パートナー、 web担当 

 全日本スキー連盟公認 インストラクター、 SAJスキー技術選レーサー。 

 

アジェンダ： 

  １．ネット広告配信の仕組みについて     --- なぜ同じ広告が表示されるの？  

２．インターネットの成長と今後の展開 

３．簡単便利なWEBサービスご紹介（おまけ） 
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１． ネット広告配信の仕組みについて 

 背景： 

 インターネットで色々な事項を検索しているときに、広告が配信されてくる。 

 

 上の画面は、スキー板購入を検索した場合の、広告が出てきた例である。 

最近は、優しくなり検索した後に“広告”と表示されたうえで広告が表示されるようになったが、以前は“広告”

と表示されないまま表示され目的とした検索内容化広告かわかりにくい弊害が有った。 

これらの広告は無作為に表示されているのでなく、広告主がターゲットとして選んだユーザーに関連する事

項を選んで表示している。 

 

利用しているうちに、ターゲットにされてしまう。   

ではどのようにして、検索者の好みや欲しそうな情報を知っているのだろうか？ 

ユーザーの好みなどを、過去の検索履歴から割り出してくる仕組みが有るはずである。 それは----- 

 

１－１ ターゲットにされる仕組み 

 Case① 一度サイトを訪れたことがきっかけで行動を追いかけて表示される。 

 

 実際に追いかけられるシーン： 

 ステップ１ 検索サイト 例えば Yahoo とすると  
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      Yahoonoサイトで“Tシャツ”を探したとする、数種類の“Tシャツ”を見た後、必要な情報を得た

か、 

得られなかったには無関係で、用がなくなりこのサイトを離脱したとする。 

そして次に、別のサイトで別の事項を検索を実行する ↓  

 ステップ 2 別の検索を初めて仮に“帽子”を検索した時、“帽子”を表示するとともに、別の“Tシャツ”の情

報が 

表示される。 この様に、検索の歴史を覚えており関連情報を提供してくる：   

※ サイトを一度訪問すると一瞬にして検索内容-好みを記憶されてしまう。 追跡型広告という。 

 

 

   理由は：このサイトを見たヒトは、“Tシャツ”に興味がある人であると認識されていて、新たな検索事項

の表示 

の時に、合わせて表示するものである。 

 

 ｔ＝5：２４ 
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  上の図のように、サーバーが、ビジネスマンで車の好きで、旅行に興味を持ち中に居住する人ではない

かと予測する。 この推測を基に、関連しそうな商品

を推測して表示する。 

 

 ※ ちなみに、時分がどのように推測されている

かを知るサイトが有る。 

  

 

年齢、性別、居住地域、趣味嗜好などが推測されて

いる。     ｔ＝8：05 

ここで、山本洋一の広告設定を見てみよう。  

→ 年齢が 65歳以上と推察されている。 こ

のほか、Yamaha Epson Rakuten 等よく使うサイトが完全にキロ臆されている。 

賢い AIがバックで追いかけているのが現状。 

はたして、どのような手立てで情報を蓄積しているのだろう。 この仕掛けを知るうえで、Cookieの役割を見

てみよう。 
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1.2 Cookieはどのようにしてデーターが取得されてゆくのかを検証してみよう。 

 

特定のページを訪問した履歴やログイン情報などの入力内容を記憶する仕組み。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Cookie（クッキー）とは、Webサーバーがクライアントコンピュータに預けておく小さなファイルのことです。 クラ

イアントコンピュータが、あるWebサーバーに初めて接続した際に、Webサーバーがクライアントコンピュータの中

に、そのWebサーバー専用のCookieファイルを作成します。 そして、次回、クライアントコンピュータがWebサーバ

ーに接続したときには、WebブラウザがそのCookieをWebサーバーに送信します。このような仕組みによって、

Webサーバーは、個々のクライアントコンピュータが前回使用していた情報を読み取ることができるようになりま

す。 

 Cookieには、Webサーバーによってどのような情報でも格納できますが、多くの場合は、ユーザー名などの接

続情報、ショッピングサイトなどで購入する商品を一時的に保管する“買い物かご”の情報、氏名や住所、電話番

号などの一度登録した会員情報といった管理に利用されています。 

 
Cookieの仕組み Webサイトによっては、Cookieに個人情報などの重要なデータが格納されている可能性もあり

ます。しかし、本来は取得できないはずの別のWebサーバー用のCookieの情報を取得できてしまうというWebブ

ラウザのセキュリティホールが過去に発見されたこともあったため、現在Cookieはクライアントコンピュータにお

ける情報セキュリティ上のひとつの懸念事項になっています。 

 なお、現在のWebブラウザではセキュリティの設定やプライバシーの設定といった機能によって、Webサイトご

とにCookieの利用を指定することができるようになっています。ショッピングサイトなどでは、Cookieを利用しな

ければWebサイト自体が利用できないこともあるため、自分の信頼するWebサイトにだけCookieの使用を許可す

るのがもっとも現実的な利用方法と言えます。 

 

総務省 HPより 

hhttps://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/security_previous/kiso/k01_cookie.htm 
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それでは、Cookieはどのようなものかを下の図と合わせて理解を進めることにします。 

・Cookieはテキストファイルで、データー量は小さい（大きくない） 

・Cookieは使用するブラウザー固有の形式で構成され、従って固有のブラウザーであることが分かる。 

・Cookieにはどのようなデーターが保存されてゆくか。 

  名前：ブラウザーに保存したい Cookie名 

  値 ：CookieID と紐づけて、ブラウザーを認識させたり訪問回数を記録する・ 

Expires: Cookieの有効期限 

等 

 

このほか、下記のアイテムが有る（詳細は https://digital-marketing.jp/seo/what-is-cookie/#Cookie-7）。 

Domain: Cookieが発行されるドメインを指定する。特定のドメイン下で Cookieを発行したいときに使う。 

Path: Cookieが発行されるパス。特定のパス下で Cookieを発行したいときに使う secure。 

Secure: アクセス先が安全なサイトのみ Cookieを発行する設定ができる。 

セキュリティー上、必ず設定しておきたい項目である。 

                         以上、上記図と共に理解を深めてください。 
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Cookieは２種類ある： 

Cookieには、1st party Cookie（ファーストパーティーCookie）と 3rd party Cookie（サードパーティーCookie）

の 2 種類がある。 大きな違いは、発行元である。 

「1st Party Cookie」 

Webサイトのドメインが発行する Cookie。 

訪問した Webサイト内でのみ機能する。 

例： アマゾンで何か購入する場合、 

アマゾンンの中だけで、各種情報が

利用される。

手順は右の図を参照してください。

註： Cookieは 

① アマゾンに入った時点で、アマゾンの

サーバーから送られて来てブラウザ、

即ち PC側）に記憶される。

② 再度アマゾンに入るときに、（PC側）

ブラウザーがアマゾンのサーバーに

保存していた Cookieを送信する。

以上、「1st Party Cookies」は一つの web

サイトでだけ機能する。

「3rd Party Cookie」 

Web サイト以外のドメイン

が発行する Cookie. 

広告事業者や、Ｇｏｏｇｌｅや

Yahooなど 

こちらの Cookieが主に広

告に使われる。 

サイトを横断して閲覧した

履歴を追跡し、様々なデー

タと紐付けして活用される。

ユーザーの属性や趣味嗜

好に合わせてより遡及でき

る広告を表示することが

できる。

※ 年齢を推測されたり、

趣味嗜好の情報が多く

の閲覧履歴のから推測

されてしまう結果とな

る。  T=22:06 

この様な仕組みで、個人の趣味嗜好などの情報が吸い取られ、広告の種にされるなど結構うっとおしい面も

あるが、次ページで紹介する便利な役割を果たしている。  
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１－３．Cookieのおかげで便利に使えているもの 

有効な点、利点： 

ユーザーの情報を保存する。

便利な点： 

・操作を省いてくれる例

Log in： 

 度々利用するサイト訪問時、log inするときユーザーID、パスワードが必要な場合が多い。 

よく利用するサイトでは、log inを維持する。  

保持する機能が有り、毎回ユーザーID,パスワードを入力する手間が省ける。 

・ミスをカバーしてくれる：

ショッピングの例では、買い物の途中で購入した商品いに気付かづいったん作業をやめて別の仕事に移っ

たとき。 その後、再度ショッピングサイトに戻り買い物を続ける場合、購入したカートの中身は保存されてい

る。  

例： ラーメンのサイト、カートに 1品購入しサイトを離れても再度購入を続けると例では「１」が残っている  

このカートの中身を自動的に消す機能もあり、現状は各サイトにより、有効期限は異なっている。 

・検索を最適化してくれる   これは多分気が付かないが役に立っている。 

 一度検索し訪問したサイトは上位に表示される。 近くのカレー屋など検索すると、位置情報を覚えていて

同じ名前の店舗でも一番近いものが先に検索されて来る。 利用者によって検索順位を最適化している。 
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１-４．知らないうちに最適化されている Web サイトコンテンツ

Amazonはすぐれている： 

Cookieをよく考えてアルゴリズムを構築しているサイトでは、腕の発揮するところである。 

例： 

家具のサイトで、 テーブルを買ったお客に 別のテーブルを案内し続けるサイトはもうかったのにいらな

い、うっとしい。 Cookieをよく考えて設計しているサイトでは、テーブルを買った人には そのテーブルに

合いそうな椅子やテーブルクロスなどその人の好みに合わせて案内してくる。 というような宣伝ができる、

アマゾンは優れているようだ。

1-5. 広がる ookie規制の動き（サードパーティ Cookie）

色々な方面から選択して広告配信されている状況下、個人情報が活用されている、Cookie 特に、サイトをま

たいで表示する方法について世界的な規制の動きが有る。 

 （Cookie テーマ終わり） 
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2．インターネットの成長と今後の展開 

 
 

T= 01:05:53 
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    会議風景 

Tea Time 

1972年 - 1973 年にかけて、米ゼロックスのパロアルト研究所 

(PARC) においてロバート・メトカーフを中心に開発された。

1973年 5 月 22日、特許として登録したため、この日がイーサ

ネットの誕生日とされる。発明当初の伝送速度は 2.94Mbps で、

これは当時開発中のコンピュータ Xeroxの Altoのベース・ク

ロック 5.88MHzに合わせたためだとされている。ゼロックス社

はその後、特許を開放してオープンな規格とし、インテルと

DECを開発に加えて、1979年、3 社の頭文字をとって DIX仕様

を制定する。伝送速度は 10Mbps だった。翌年の 1980年には、

この仕様を IEEE 802委員会に「Ethernet 1.0規格」として提

出・公開した。このオープン規格に対して世界中の企業・技術者

が技術の仕様策定と製品の開発に加わり、様々な商品が生み

出されていった。メトカーフ自身もゼロックス社を退社して米

3Com 社を創設し、このネットワーク製品開発競争を主導していった。1980年代当時は、米 IBM 社が「トークンリ

ング」を、米 Apple Computerが AppleTalkという「ローカルトーク」をそれぞれネットワーク製品として強力に

推進していたが、結局、規格を公開して多くの賛同者を得たイーサネットが勝ち残った。   Wikipedia
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伝送速度が遅く、画像を送ると 10～20 分かかっていた。 



第114回ＣＩＳ研究所パートナー会議事録（一般様用） 

 13 

Slack 

Slack はグループチャット、1対 1のメッセージング（Direct Message）、音声通話を Webサービスとして提供し

ている。また同様の機能をデスクトップアプリ（Windows、macOS）およびスマートフォンアプリ（iOS, Android）で

も提供している[17]。 Google ドキュメント、Dropbox、Heroku、Crashlytics、GitHub、PagerDuty、Zendeskなどを

含む、各種サードパーティーのサービスと連携することが出来るようになっており、Slack 内部のすべてのコ

ンテンツは、一つの検索ボックスから検索できるようになっている。     Wikipedia 
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Slack 画面：   

＊ グループチャットができる  /  情報の同時共有 /画像やファイルがアップできる 

＊ Googlw サービスでできる。 ワード類似、Excel 類似 / パワーポイント 類似が共通作業可能￥。 

どこからでもアクセスでき、グループ間のみで今日動作剛ができる。 PC/スマホでも利用か。 
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４）今後のスケジュール： （12月の日程を１２月１９日 (日)に変更しております。）

第１１４回  １１月２８日 (日) １３時～ 西村 靖紀 様 

HP http://www.cis-laboratories.co.jp/index.html 

以上 




